
第 9 号 議 案

平成28年度（2016年度）町田市下水道事業会計予算

　平成28年度（2016年度）町田市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１３,５６２,２００千円と定める。

　る。

（債務負担行為）

　ることができる事項、期間及び限度額は、「第２表　債務負担行為」による。

（地方債）

　度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表　地方債」による。

（一時借入金）

第４条　地方自治法第235条の3第2項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

　１,０００,０００千円と定める。

平成28年（2016年）2月25日提出

東 京 都 町 田 市 長　　　石　阪　丈　一

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によ

第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をす

第３条 地方自治法第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限

－ 363 －



歳  入

千円

1. 分 担 金 及 び 負 担 金 ２９，７８９

1. 負 担 金 ２９，７８８

2. 分 担 金 １

2. 使 用 料 及 び 手 数 料 ５，６１２，４４８

1. 使 用 料 ５，６１２，１８２

2. 手 数 料 ２６６

3. 国 庫 支 出 金 １，４３９，５００

1. 国 庫 補 助 金 １，４３９，５００

4. 都 支 出 金 ９２，１１４

1. 都 補 助 金 ９２，１１４

5. 財 産 収 入 ２，５０６

1. 財 産 運 用 収 入 ２，４９６

2. 財 産 売 払 収 入 １０

6. 繰 入 金 ２，０８３，１４６

1. 繰 入 金 ２，０８３，１４６

7. 繰 越 金 ２５０，０００

1. 繰 越 金 ２５０，０００

8. 諸 収 入 ２９，５９７

1. 延滞金加算金及び過料 ２

2. 貸 付 金 元 利 収 入 ３，８３５

3. 雑 入 ２５，７６０

9. 市 債 ４，０２３，１００

1. 市 債 ４，０２３，１００

１３，５６２，２００

第  １  表     歳  入  歳  出  予  算

歳 入 合 計

款 項 金 額
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歳  出

千円

1. 下 水 道 費 ９，６４８，１６１

1. 下 水 道 管 理 費 １，０５０，９８７

2. 管 渠 費 ３，８９３，３２９

3. 処 理 場 費 ４，７０３，８４５

2. 公 債 費 ３，９０４，０３９

1. 公 債 費 ３，９０４，０３９

3. 予 備 費 １０，０００

1. 予 備 費 １０，０００

１３，５６２，２００

下水道会計

金 額

歳 出 合 計

款 項
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鶴見川クリーンセンター整備事業その２
平成28年度から
平成29年度まで

320,000

限 度 額 起債の方法 利    率 償 還 の 方 法

第  ３  表     地 方 債

第  ２  表     債  務  負  担  行  為

事　　　　　　　項 期　　　間 限　　度　　額

千円

地 方 公 営 企 業 法 適 用 支 援 委 託 事 業
平成28年度から
平成30年度まで

134,860

5.0％以内（ただ
し、利率見直し
方式で借入れる
資金について、
利率の見直しを
行った後におい
ては、当該見直
し 後 の 利 率 ）

借入れの時から据置
を含み 40年以内に
償還する。ただし、
財政その他の都合
により据置期間と
いえども繰上償還
をなし、又は償還
年限を短縮し、も
しくは低利債に借換
することができる。

千円

下 水 道 事 業 4,023,100
証書借入又は
証 券 発 行

成瀬クリーンセンター整備事業その２
平成28年度から
平成29年度まで

109,000

管 渠 等 整 備 事 業
平成28年度から
平成29年度まで

833,000

起 債 の 目 的
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